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研究成果の概要（和文）：　幕末～明治初期にかけての中島家（＝在村医）の医療活動について、特に次の６つ
の点で研究成果があった。在村医の診療圏の２次元的視点からの解明、岡山藩医学館（＝教育機関・公衆衛生機
関）の活動についての在村医の視点からの解明、揺籃期の近代医学教育システムの在村医の視点からの解明、漢
学者による知的ネットワークと在村医の関係についての解明、在村医による広域・組織的な製売薬活動の内容の
解明、軍医としての在村医の活動の解明である。
　これらの研究成果は、論文・学会発表・図書に加え、中島医家資料館における展示活動やWebサイト（http:
//nakashima-ika.jpn.org）でも公開している。

研究成果の概要（英文）：The research achievements about the medical activities of Nakashima family 
before and after the Meiji Restoration are as follows. The spread of the medical area of the family,
 the relationship between the medical training place founded by Okayama-Han (Okayama-Han Igakkan 岡
山藩医学館) and the family,  the relationship between the medical education system in early meiji 
era and the family, the relationship between the intellectual network by scholars of Chinese 
classics and the family, the activity of making and selling medicines by the family, and the 
activities of the family as military doctors, are revealed. You can see these research achievements 
also on the website(http://nakashima-ika.jpn.org).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療教育や実務の現場において現代日本の地域医療の議論をする際には、主に近代西欧社会学・医療社会学の延
長線上で議論がなされている一方で、日本の明治期以前の地域医療についての研究とその成果はほとんど視野に
入っていない。しかしながら、幕末から明治初期という日本の医療制度・医学教育システムの転換・過渡期にお
いて（そしてそれ以降も）、それらを支えたのは各地に存在した在村医たちである。本研究プロジェクトは、幕
末から明治にかけての在村医・中島家の活動を立体的に明らかにし、現在につながる日本の地域医療の歴史的特
質を明らかにしようというものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、医療行政の分野のニュース・書籍において「在宅医療」という言葉をたびたび目にす
る。 
 その背景には、死生学の勃興や患者の権利に関する議論に呼応した、末期患者の「病院では
なく家庭で家族に囲まれた状態で死を迎えたい」、慢性患者の「家庭において療養したい」とい
う素朴な声があるのは論を待たない。この点をふまえると「在宅医療」とは住み慣れた地域で
必要な医療・介護サービスを受けつつ安心して自分らしい生活を実現するということであり、
それぞれの地域社会の特性に応じた「地域医療」が成立していることが前提である。 
 しかるに、現在の医療従事者教育の現場で用いられているテキストなどにおいて、医療と社
会の関係を議論する際に援用されている理論は、典型的な近代西欧社会学のそれであり、典型
的なものは、近代以降の社会や組織の性格を考える上で広く受け容れられているテンニースが
唱えた対概念「ゲマインシャフト」と「ゲゼルシャフト」である。さらに近代以前の医療シス
テムや社会保障の歴史において常に言及されるのは西欧社会におけるそれであり、日本のそれ
らについての記述は明治あるいはそれ以降の記述から始まるのが常である。 
 すなわち、日本の実際の医療教育や実務の現場では日本の地域医療の議論をする際に、近代
西欧社会学の延長線上で現代医療についての議論がなされているのである。逆に、明治期以前
の地域医療についての研究は、医療制度史、蘭学（洋学）史、郷土史、在村医などの側面から、
まだはじまったばかりでありなされているおり、日本の実際の医療教育や実務の現場では、明
治期以前の地域医療についての研究とその成果は全く視野に入っていない。 
 もちろん現在の日本の医療体制は明治初期における西洋医療システムの導入によって成立し
ており、江戸期の医療体制とは大きく異なることは否定できない。しかしながら、明治時代の
前半まで地域医療を支えたのは、新しい教育システムや免許制度が導入される前に医療活動を
始めていた旧時代の医師たちであった。つまり、明治期以降においても、江戸期の地域医療の
体制は大きな影響を与えているのである。ここに、近代以前の地域医療を支えた医家を研究す
る意義が見いだされるのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「江戸時代における地域医療研究〜岡山県邑久郡の中島家をもとに〜」（JSPS 科
研費 23501206・基盤研究 C）の手法と成果を継承し、次の 2 つの歴史的な視点から日本の地
域医療の特徴を解明するのが目的である。 
・近世から近代（特に幕末から明治初期）の地域社会において、その地域の医療を支えた
「在村医」の活動内容や地域内での位置づけはどのようなものであったのか。 
・それらは、時代の流れとともに（特に明治維新前後において）どのように変遷していっ
たのか。 
 以上の問題を、岡山県瀬戸内市において、江戸時代から現在に至るまで地域医療を支えてき
た医家・中島家に所蔵されている医療記録・医療書籍・器機類などに基づいて明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 先ず、中島家に残されている刊本・写本・医療記録・手紙などの史料のなかで、先行する科
研費プロジェクト（前述）では調査対象ではなかった幕末以降の史料を中心に分類・整理を行
い、優先度の高いものから解読・翻刻作業を行った。その上で、それらを元に中島家において
どのような医療活動が行われたのか、詳細を明らかにした。 
 具体的には、事業期間中、本研究プロジェクトの構成員（代表者・分担者だけでなく、協力
者も含む）が各年数回程度の現地調査を行い、資料の確認とデジタル撮影を行った。そして、
各員が持ち帰った撮影資料の解読・翻刻作業を行い、東京あるいは岡山で各年１〜２回の研究
会を開催し、それらの情報を共有し研究過程の相互報告・検討を行った。 
 その過程において、幕末から明治期の医療活動の変遷を引き起こした「内的要因」「地域内的
要因」「地域外的要因」を明らかにする為に、中島家内部の複数の史料を相互に、あるいは岡山
県の郷土資料などとも突き合わせることにも留意した。 
 
４．研究成果 
 まず中島家（中島医家資料館）に所蔵されている史料の中で、以下の重要性の高い史料につ
いての解読や翻刻などの作業を行った。 
（１）『中嶌姓一統家系』 
（２）『胎産新書』 
（３）売薬能書板木 
（４）岡山藩医学館関連の資料 
（５）岡山県医学校在籍時の中島一太に関する資料 
（６）岡山の漢学者関連の資料 
（７）中島一太関連の軍事郵便資料 
 （１）は、中島家累代の姻戚関係・医学修行・医療活動について書かれている、中島家の研
究における基礎史料とも呼べるものであり、以前からある程度の調査は行われていたが、今回
再度調査・翻刻を行った。（２）は、難波抱節の産科書であり、中島家だけでなく同時代の産科



研究を行うための基礎史料である。（３）は、幕末〜明治初期にかけて中島家が岡山県下で行っ
ていた広域・組織的な製売薬活動の内容を明らかにするための基礎史料である。（４）は、中島
家に残されている岡山藩医学館の入学時の記録や附属機関による医療活動（種痘活動）に関す
る記録などである。（５）は、中島一太が岡山県医学校に在籍していた際の史料である。（６）
は、明治〜大正期における中島家所蔵の岡山の漢文学者関係の史料であり、当時の知的ネット
ワークを知るための史料である。 
 先行する科研費プロジェクトや上記の（１）〜（６）で解読・翻刻された中島家の所蔵史料
や、岡山県の郷土資料とを相互に突き合わせ検討分析することにより、幕末〜明治初期にかけ
ての在村医としての中島家の医療活動について、特に次の６つの点で研究成果があった。 
（イ）中島家の診療圏 
（ロ）中島家と岡山藩医学館との関係 
（ハ）中島家と明治初期の岡山における医学教育 
（ニ）中島家と漢学者による知的ネットワーク 
（ホ）中島家の幕末〜明治初期の製売薬活動 
（ヘ）中島一太の軍医としての活動 
 （イ）は、在村医の医療活動の当該地域における２次元的視点からの解明である。（ロ）は、
教育機関でもあり公衆衛生機関でもあった岡山藩医学館の活動の在村医の視点からの解明であ
る。（ハ）は、揺籃期における近代的な医学教育システムの在村医の視点からの解明である。（ニ）
は、当時漢学は基本的素養であったが、その漢学者による知的ネットワークと在村医の関係に
ついての解明である。（ホ）は、在村医による広域・組織的な製売薬活動の内容の解明である。
（ヘ）は、当時の多くの医師が軍医として活動したが、その解明である。 
 これらの研究成果の詳細については、後述の論文・学会発表・著作などとして報告・公開し
ているが、これに加えて、中島醫家資料館（中島医家資料館）における展示活動や、同資料館
の Web サイト（http://nakashima-ika.jpn.org）でも、一般に向け公開し社会に還元している
ことを申し添えておきたい。 
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